
３月８日　関川中学校３月８日　関川中学校 

３月３月19日　女川小学校日　女川小学校 

春の全国交通安全運動 
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三
月
八
日
、
関
川
中
学
校
の
「
第

五
回
卒
業
証
書
授
与
式
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
今
年
、
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
る

卒
業
生
は
六
十
三
人
。
式
で
は
、

先
生
や
在
校
生
、
保
護
者
、
来
賓

の
皆
さ
ん
が
見
守
る
な
か
、
嶋
貫

研
一
校
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

　
卒
業
生
を
代
表
し
て
伊
藤
賢
人

さ
ん
（
前
生
徒
会
長
・
辰
田
新
）

は
「
卒
業
生
の
み
ん
な
、
こ
れ
か

ら
先
は
別
々
の
道
を
歩
む
け
ど
、

関
川
中
の
誇
り
を
持
ち
、
自
分
の

夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
三
年
間
の
思
い
出
を
振
り
返
り

な
が
ら
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
卒
業
式
終
了
後
は
、
卒
業
生
が

卒
業
証
書
を
片
手
に
「
は
ば
た
き

の
合
唱
」
を
声
高
ら
か
に
歌
い
上

げ
、
思
い
出
の
学
び
舎
を
あ
と
に

し
ま
し
た
。 

　
　
　
◇
　
　
　
　
　
◇ 

　
関
川
小
学
校
の
開
校
に
伴
い
、

三
月
で
閉
校
と
な
る
関
・
安
角
・

土
沢
・
川
北
・
女
川
小
学
校
の
最

後
の
卒
業
式
が
　
三
月
十
九
日
に

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
女
川
小
学
校
で
は
、
真
新
し
い

学
生
服
に
身
を
包
ん
だ
十
三
人
の

卒
業
生
が
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
、

堂
々
と
入
場
し
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
大
野
美
惠
子
校
長
が

一
人
ひ
と
り

に
卒
業
証
書

を
授
与
。
村

田
裕
紀
さ
ん

（
宮
前
）
に

は
、
第
一
九

六
九
号
と
な

る
女
川
小
学

校
最
後
の
卒

業
証
書
が
手

渡
さ
れ
、
新

た
な
門
出
を

迎
え
る
と
と

も
に
、
同
校

百
三
十
七
年

の
歴
史
に
も

幕
が
降
ろ
さ

れ
ま
し
た
。 

卒
業
証
書
を
手
に 

　
　
今
、は
ば
た
き
の
時 

〜
各
小
学
校
で
は
最
後
の
卒
業
式
を
挙
行
〜 

４月６日～ 
４月15日 

～ 春風に のせて伝える 安全運転 ～ 

　新入学（園）シーズンを迎え、新たに通学・通園を始める子ども
たちとともに、二輪車や農耕車も増加し始めます。ドライバーも歩
行者も、一人ひとりが交通ルールを守り、交通事故に遭わないよう
にしましょう。 

運動の重点 

○子どもと高齢者の交通事故防止 

○全ての座席のシートベルトと 
　　　チャイルドシートの 
　　　　　　　正しい着用の徹底 

○自転車の安全利用の推進 

〇飲酒運転の根絶 

４月10日（土）は「交通事故死ゼロを目指す日」 

春の全国交通安全運動 
　妊婦や高齢者などを対象にした専用

駐車場区間制度が、４月19日からスタ

ートします。専用駐車区間は、病院や

公共施設の近くにある道路に設けられ、

対象の人は無料で停められます。 

■専用駐車区間を利用できる方 

①70歳以上の高齢者 

②妊娠中または出産後８週間以内の人 

③聴力が一定の基準に達しない人 

④肢体不自由の 

　障害がある人 

＊利用は警察署 

へ申請し交付さ 

れた「高齢運転 

者等標章」が必 

要です。 

妊婦や高齢者が利用できる 
専用駐車区間が設置されます 

３月８日　関川中学校 

３月19日　女川小学校 
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二
月
二
十
七
日
、
安
角
小
学
校

の
校
庭
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
「
七

ケ
谷
郷
雪
灯
ろ
う
祭
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
祭
り
は
、
安
角
小
学
校
の

閉
校
に
伴
い
、
小
学
校
を
会
場
に

最
後
の
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
と
、

安
角
小
学
校
ふ
れ
あ
い
会
や
七
ケ

谷
郷
体
育
協
会
、
タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ

ブ
が
企
画
し
た
も
の
。
当
日
は
、

一
�
ほ
ど
の
雪
が
残
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
全
校
児
童
十
六
人
や
教
職
員
、

地
域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
百
人
が
ス

コ
ッ
プ
を
片
手
に
集
合
。
雪
を
バ

ケ
ツ
に
入
れ
て
固
め
た
も
の
や
集

落
名
を
は
め
込
ん
だ
大
き
い
か
ま

く
ら
な
ど
、
約
七
百
個
の
雪
灯
ろ

う
を
制
作
し
ま
し
た
。 

　
暗
く
な
る
と
い
よ
い
よ
点
灯
。

杁
差
岳
か
ら
流
れ
る
大
石
川
や
流

域
の
七
集
落
な
ど
の
学
校
区
が
雪

原
に
浮
か
び
上
が
る
と
会
場
は
幻

想
的
な
雰
囲
気
に
。
訪
れ
た
方
は
、

馴
れ
親
し
ん
だ
小
学
校
へ
の
思
い

出
を
語
り
合
っ
た
ほ
か
感
謝
の
思

い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。 

　村上警察署上野新駐在所の新築移

転工事が完了し、３月23日から新駐

在所での業務が開始されました。 

◇新住所　上野新57番地８ 

　　　　　（上野新ＪＡ倉庫隣） 

◇電　話　64－0515（変更なし） 

上野新駐在所が 
移転リニューアル 

「ありがとう 安角小学校」 
雪原の校庭に雪灯ろうで感謝の思い 

　
二
月
二
十
八
日
、
「
い
で
湯
の

関
川
ふ
る
里
会
」
の
首
都
圏
交
流

会
が
東
京
上
野
の
精
養
軒
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
「
ふ
る
さ
と
を
都
市
の
皆
さ
ん

に
届
け
よ
う
」
と
、
昭
和
五
十
八

年
に
発
足
し
た
ふ
る
里
会
も
、
今

年
で
二
十
七
年
目
。
現
在
、
会
員

も
二
百
九
十
九
人
と
な
り
、
大
勢

の
方
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で

も
応
援
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
当
日
は
、
首
都
圏
在
住
の
会
員

の
皆
さ
ん
百
十
九
人
の
ほ
か
、
平

田
大
六
村
長
や
高
橋
八
男
議
長
を

は
じ
め
と
し
た
村
関
係
者
六
十
一

人
が
参
加
。
懇
親
会
や
二
十
五
年

の
継
続
会
員
表
彰
、
新
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
豪
華
景
品

の
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
員

の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

い
で
湯
の
関
川 

　
　
ふ
る
里
会 

首
都
圏
会
員
の 

　
　
皆
さ
ん
と
交
流 

▲閉校する安角小学校への思いを雪灯ろうで彩りました 

　
三
月
十
六
日
、
雲
母
温
泉
の
旅

館
を
会
場
に
「
観
光
交
流
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
交
流
会
は
、
今
後
の
観
光
地
や

温
泉
地
の
活
性
化
を
考
え
よ
う
と

村
観
光
協
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、

観
光
協
会
を
は
じ
め
温
泉
旅
館
組

合
や
商
工
会
な
ど
か
ら
約
四
十
人

が
参
加
。
ま
た
、
村
内
福
祉
施
設

の
職
員
や
㈱
新
潟
県
観
光
協
会
の

職
員
を
講
師
に
招
き
、
福
祉
行
政

と
観
光
の
連
携
の
講
話
や
、
こ
れ

か
ら
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
グ
ル

ー
プ
検
討
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

自
分
た
ち
で
で
き
る 

　
　
　
観
光
振
興
を 

〜
村
観
光
協
会
交
流
会
〜 


